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芸術鑑賞特集 
 今年は、「12人の恐れる男たち」という演劇の鑑賞をします。

この物語は、1時間 45分の上演時間で、一人の少年が父親殺し

の容疑で裁かれる裁判劇です。 

 物語は 12人の陪審員たちがその少年の有罪か無罪かを決める

ために、集まるところから始まります。審議した結果が、１１人

の陪審員は有罪の評決を下していくが、ある１人の男が無罪を主

張し、次第に無罪に傾いていきます。陪審員の抱えている葛藤をリアルに描き、見る人に深く考えさ

せる緊迫感がある演劇です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

       １０月１７日（木）の日程 

   １２人の陪審員が、どんな性格で、机のどこに 

   座っているかを確認して、観劇したらより楽し 

   むことができるよ。 

 

 

 

 

 

 

 



 

特集 私たちのＯＢ  作家 古川きょう 氏 

 中泊町生まれ。神奈川歯科大学を卒業し、横浜市に「こがわ歯科」を開業。 

２００７年に沖縄県多良間村村立歯科診療所での勤務をはじめ、現在に至る。『リキのボナベ探検記』 

『遍路の果てに』『光る海』『まほろばの十三湊』などの著書がある。 

 

 今回は２つの作品を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計４冊入荷しました。 

これは、皆さんの先輩からの寄贈していただきました。（感謝） 

 

 

 

 

 

 

『まほろば十三湊』は、青森県五所川原市の飛び地である市浦にかつてあ

った交易都市「十三湊」を舞台にした物語です。 

 青森の自然や歴史がきれいに書かれていて、その時代にタイムスリップし

たような気分になります。登場人物たちが、探検しながら謎を解いていくと

ころが、ワクワクします。しかも、その登場人物たちが成長していく様子も

見所です。最後まで飽きずに楽しめ、とくに歴史が好きな人にオススメの本

です。 

ある夫婦と家族になったマルチーズのモモコとの数年間の沖縄の島々での

話です。モモコは夫婦と人間のように日本語で会話をしていて気持ちがよく分

かり、天真爛漫で感情がはっきりしていてとてもかわいらしく書かれていま

す。 

 夫婦とモモコが島々で出会う人々や動物との関わりが優しく、思いやりに溢

れていて心が豊かになります。 

 沖縄の島々で見られるツツジやテッポウユリ、ゲットウなどのたくさんの綺

麗な花や島バナナやパパイヤ、ドラゴンフルーツなどのトロピカルフルーツと

いった植物、オオゴマダラという日本最大級の蝶やアジサシ、アカショウビ 

ンなどの夏鳥といった四季を感じられることが詳細に説明されています。また時折出てくる俳句がその情

景を彩ってより美しいものになっています。たまに出てくるモモコや動物たちの挿絵がかわいらしいです。

この話は自然や動物が好きになると思います。自然や動物が好きな人やそうでない人でも是非読んでみて

ください。 

 

新着本がまた入荷予定です。 

（予定は１０月下旬） 

どんどん図書館を利用しよう。 


